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普及は見られていない。しかし米国では、Amazon が発売した Kindle をはじめとした読








2010 年度の日本の電子書籍2の市場規模は約 650 億円と推計される。2009 年度の
574 億円と比較し、13.2％の増加となっており市場は堅調に推移している。電子書籍
市場を牽引しているのは、依然としてコミックを中心としたケータイ向け電子書籍
市場であり、2010 年度は 572 億円と、電子書籍市場の 88％を占めている。
（中略）
2011 年度以降の日本の電子書籍市場は、2010 年度の市場規模の 9 割を占めるケ
ータイ向け電子書籍市場の拡大は頭打ちになるものの、新たなプラットフォーム向
け電子書籍市場の急速な立ち上がりにより、2015 年度には 2010 年度の約 3.1 倍の
2000 億円程度になると予想される。
1 Google は 2004 年から国内外の大学図書館と提携し、フェアユース（著作権法内の公正使用）を
主張し、書籍のデジタル化を行っていたが、米国出版社協会などがこれに反発して著作権侵害とし









図 2 電子書籍の市場規模の推移と予測（2002 年度～2015 年度） （単位：百万）























































では、「電子書籍元年」と言われた 2010 年、それにひきつづく 2011 年にはどのような
ことが生じてきたのかをまとめる。
新しい端末の普及




2011 年はスマートフォンの普及が 1000 万台を超える規模になり、なおひきつづき拡大傾
向にある。しかしその一方、タブレット端末や電子書籍専用端末の普及は進んでいない。
iPad のような、世界で 1000 万台に達しようとしているタブレット端末、電子ペーパーを






















































書店数 9,700 店 15,500 店
書店 1 店あたりがカバー
する消費者顧客数







Amazon の書籍シェア 3 割 5～7％（1,000 億）
出版産業規模 2兆 6,000 億円 1兆 9,000 億円




（出所：2011 年嶋口内田研究会 2Dfacto（現 honto）服部氏の講演を元に筆者作成）















63.33 ドル、ペーパーバックは 32.85 ドルである。これを 2012 年 5 月現在の為替で換算
すると、ハードカバーは 5,000 円程度、ペーパーバックは 2,600 円程度となる。対する日
























































































































































ゴリーに対する興味（Interest in Product Categories）、情報を共有する他者の経験











































































































































































































マジョリティという 3 類型が存在している。これらの 3 類型は同じ商品からであっても異
なるベネフィットを感じ、異なる位置づけを行っていると考えられる。ここでの割合とし












図 9 JAPAN-VALS による日本市場の構造図



















































































































































平成 20 年度「国語に関する世論調査」によると、1 カ月に本を「読まない」人は 46％、
「1、2 冊」が 36％であり、全体の 82％を占める。「3、4 冊」になると、10.7％とぐっと
減少することから考え、本研究では月 3 冊以上本を読む人をよく読むカテゴリーとし、3
冊で高低をわけることにした。















































、かつ スマートフォン利用期間 3 カ月以上
、端末に対する関与ともに高いグループである


































































































































































































































2011 年 12 月 14 日～15 日

























































































































































利用したい 将来的に検討 利用したくない いずれでもない










































































































































































































































































































































この 3 つの因子で 15 項目の全分散を説明する累積寄与率は 65.96％であった。尺度の信
頼性と下位尺度間の相関については、以下図 30 に示したとおりである。信頼性について
はクロンバックのα係数が 0.8 以上あり、十分に高いといえる。第１因子、第 2 因子、第
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『日本経済新聞』2010 年 10 月 5 日～7 日朝刊「電子本時代―変わる出版ビジネス（上・
中・下）」


























<http://www.impressrd.jp/news/111108/kwp2012>（2011 年 12 月 1 日）
E-Book 2.0 Weekly Magazine（2010）「ハリス社の米国 E-Reader/E-Book 市場調査」
<http://www.ebook2forum.com/members/2010/09/harris-surveys-us-market/>
（2011 年 8 月 31 日）これについてのオリジナルのサイトは以下である。




E-Book 2.0 Weekly Magazine（2011）「米国読者の「デジタル化」が３ヵ月で急進展」
<http://www.ebook2forum.com/members/2011/05/us-readers-going-digital-quickly/
> （2011 年 8 月 31 日）これについてのオリジナルのサイトは以下である。
“BISG Study Reveals E-Book Buyers Are Accelerating Their Move Away From Print”
<http://www.bisg.org/news-5-631-press-releasebisg-study-reveals-e-book-buyers-ar
e-accelerating-their-move-away-from-print.php>
E-Book 2.0 Weekly Magazine（2011）「Kindle 年内日本開店を見送り、来春以降へ延期」
<http://www.ebook2forum.com/members/2011/12/amazon-delays-kindle-store-jana





<http://www.bunka.go.jp/kokugo_nihongo/yoronchousa/h20/kekka.html> （2011 年 12
月 20 日）
マガジン航（2011）「電子書籍の「探しにくさ」について」































































非利用 利用 非利用 利用
83 46 57 13
80.6% 44.7% 55.3% 12.6%
9 94 24 79 5
91.3% 23.3% 76.7% 4.9%
87 36 67 11
84.5% 35.0% 65.0% 10.7%
5 98 17 86 4
95.1% 16.5% 83.5% 3.9%
362 123 289 33




































1 20 56 24 3 69 31 2 1 103
(革新派) 19.4% 54.4% 23.3% 2.9% 67.0% 30.1% 1.9% 1.0% 100.0%
2 10 48 34 11 51 37 10 5 103
(保守派) 9.7% 46.6% 33.0% 10.7% 49.5% 35.9% 9.7% 4.9% 100.0%
3 17 42 37 7 55 32 10 6 103
(新しいもの好き) 16.5% 40.8% 35.9% 6.8% 53.4% 31.1% 9.7% 5.8% 100.0%
4 6 31 56 10 44 38 14 7 103
(無関心派) 5.8% 30.1% 54.4% 9.7% 42.7% 36.9% 13.6% 6.8% 100.0%
合計 53 177 151 31 219 138 36 19 412
12.9% 43.0% 36.7% 7.5% 53.2% 33.5% 8.7% 4.6% 100.0%








小説・エッセイ・詩 57 48 45 36 186
ノンフィクション・論評 16 24 11 13 64
ビジネス書・自己啓発 28 15 23 15 81
資格・就職・語学・参考書 9 11 14 18 52
コンピュータ・IT 9 5 11 4 29
専門書・学術書 6 5 7 10 28
趣味・生活・実用 24 26 16 32 98
雑誌（ビジネス・情報誌） 20 14 18 10 62
雑誌（ファッション） 13 14 14 14 55
雑誌（趣味・実用・生活） 13 19 14 20 66
マンガ・コミック単行本 39 29 34 22 124
マンガ・コミック雑誌
（週刊・月刊等）
26 12 14 12 64
写真集・芸術書 5 2 3 3 13
児童書・絵本 4 3 3 5 15
学校教科書 0 1 0 0 1
書店で市販されていないマニ
ュアル・取扱説明書など
3 8 5 7 23
洋書 3 2 3 2 10
その他 0 0 1 0 1








書籍の保有に場所をとらない 67 63 56 54 240
いつでもどこでも読める 69 50 74 54 247
いつでもどこでも購入できる 23 15 13 9 60
多くの書籍を持ち運べる 31 22 29 18 100
紙の書籍より安い 14 13 17 12 56
紙の書籍と違った読書体験が
期待できる
2 3 1 2 8
話題になる・かっこいい 0 4 0 0 4
必要な情報を効率よく
入手できる
19 24 17 32 92
絶版品切れになっている書籍
を入手できる
10 13 3 7 33
その他 1 2 3 0 6










20 27 17 37 101
電子画面で読むのは疲れる 15 15 10 25 65
専用の端末を持っていない 6 12 3 17 38
欲しいコンテンツがない 4 3 12 5 24
コンテンツの探し方がわから
ない
2 2 3 2 9
オンラインのショッピング・決
済に抵抗がある
3 4 3 9 19
購入方法がわからない 1 3 3 5 12
読書に関心がない 1 0 10 5 16
端末の新しい操作を覚えるの
が面倒
1 2 1 8 12
電子書籍ストアのサービスに
不満がある
1 3 3 2 9
その他 3 4 7 1 15
合計 27 45 47 66 185
